社宅使用契約書
○○○株式会社（以下甲という）の社宅の使用に関し次のとおり契約する。
第1条 甲は従業員△△△△△（以下乙という）に対し、平成　年　月　日より本件社宅に入居しこれを使用することを承認する。
第2条 乙は甲に対して、下記社宅使用料として毎月金　　　　円を支払うものとする。　使用期間が一ヶ月に満たない場合は、下記の使用料は日割り計算とする。
第3条 前項の使用料は、甲より乙に支払うその月の給料より、そのつど差し引き計算す　　　ることを乙は承諾する。
第4条 乙は入居のうえは常に社宅を清潔にし、かつ周到なる注意をもってこれを管理し、　　　みだりに模様替えまたは増築をしてはならない。
第5条 乙は甲の承諾なくして他人を同居させてはならない。
第6条 下記社宅は乙の在職中にかぎり使用を許すものである。したがって、乙は退職するときまたは転任の命を受けたときは、一週間以内に下記社宅を甲に明け渡すものとする。上記期間内に明け渡しがたい事情があるときは、あらかじめ期間を定めて甲の許可を受けることを要する。この場合、乙は甲の求めに応じて誓約書を差し入れるものとする。
第7条 乙の在職中といえども、甲において下記社宅の必要を生じたるときは、乙は甲の　　　指示にしたがい上記社宅を明け渡すものとする。ただし、この場合において甲は　　　少なくとも二ヶ月の猶予期間をおいて事前に予告するものとする。
第8条 下記社宅の建物および付属設備の自然または不可抗力によって生じた修繕は甲においてこれを行なう。ただし、しょうじの張り替え、ガラスの取り替えは乙において自弁とする。
第9条 乙は社宅ないしその付属設備を破損、滅失したときは、乙の自費で補修をするか、　　　または甲が相当と認める復旧費を弁償するものとする。
第10条 社宅を明け渡すときは、乙は備品目録を作成して甲に提示し、かつ甲または甲　　　　の代理人と現場に立ち会ったうえで引渡しを行なうものとする。
　社宅物件の表示
　住所
　　床面積　　　　平方メートル
　　
　　右契約の成立を証するため本書二通を作成し、甲乙各一通を保持する。
　　平成□年□月□日
　　　　　　　　　　　　　　　　　住所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○○○株式会社
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役
　　　　　　　　　　　　　　　　　住所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ad(従業員,　　　　　)　△△△△△△△
